












Ⅰはじめに

　昭和 52 年度から実施した 1.5 歳児健診は,県下 87 市町村のうち 24 市町村

(27.6％)であったものが,昭和 53 年度には 67 市町村(77.0％)となり,今後この

健診が全市町村でより効果的に実施されるためにはどのようにしたらよいか。

　昭和 52 年度の研究に基づき実施した因島市の健診から得た結果並びに市町

村に対するアンケート調査の結果等から検討を加えた。


